
①司会を務める議長・副議長

＜議長＞
錦城中 生徒会副会長

﨑山 麟太郎さん

『“いじめストップあかし”こども会議２０１9』を開催！！No.１
７月３０日市内全小・中学校の児童会・生徒会の代表８６名が明石市役所北庁舎５階ゆほびかホールに集まり、
サポーターの一般社団法人ソーシャルメディア研究会の１２名の大学生、大学院生のアドバイスを得ながら、各
班に分かれてスマートフォンやＳＮＳとのつきあい方について議論しました。

＜副議長＞
王子小 児童長

中西 うたさん

ほとんどの人と初めて会った
という雰囲気の中で、お互い
に緊張しながらも、積極的に
会場内を移動してハイタッチ
やじゃんけんゲームをして明
るく話しやすい雰囲気を作り、
次のグループ協議へと繋げて
いきました。

③アイスブレイク

②サポーターの紹介

こども会議では兵庫県立大学竹内和雄ゼミ生を中心とした ソーシャルメ
ディア研究会から12人のサポーターの学生さんに、子どもたちの議論がス
ムーズに進むようお手伝いしてもらいました。

④事前アンケートの結果の報告

事前アンケートをソーシャルメディア
研究会で分析したものが発表されま
した。参加者はスクリーンに映し出さ
れる明石市の小中学生のネット事情
のグラフを食い入るように見つめ、時
折驚きの声をあげていました。

ソーシャルメディア研究会は、ネット問題等を入り口に、スマホ時代の子ども
たちへの支援方策を探る会です。当初は、自然発生的にできた学生たちの

有志の会でしたが、講演活動や出張授業、スマホサミット等、子どもたちや社
会のニーズに応えるかたちで活動内容を変化させてきました。

＊棒グラフは明石市



⑤グループ協議・発表

『“いじめストップあかし”こども会議２０１９』を開催！！No.２

⑦議長・副議長のまとめ

スマートフォンやＳＮＳの付き合い方やルールづくりについてすばら
しい議論ができたと思います。小・中学校から2～3名ずつ代表として、
議論に参加したわけですが、だからこそすごく色々な意見やそんな考え
もあるのかという考えとか新しいルールなど色々なものが出て、とても
印象的で大切にしていきたいなと思います。
みなさんもわかるとおり、大人がいじめをなくそうというだけでは

たぶんいじめはなくならない。
子どもたちがいじめをなくそうと自分たちで意識して考えて行動でき

るからこそいじめはなくなっていくのだと思います。サポーターの人た
ちが言われていたように、ここで出た意見を自分たちの中だけで共有す
るのではなく、学校に持ち帰った後に色々な人に、できれば全校生徒に、
自分の声で伝えてあげて欲しいと思います。
今日ここに集まった私たちがこの会議でみんなで話し合ったことを、

これからの学校生活に生かしていきましょう。
力をあわせて、いじめのない明るい学校を作っていきましょう。

➅“いじめストップあかし”こども宣言」唱和
一、みんなが助け合い相談できるクラスをつくります

一、見て見ぬふりをせず一歩踏み出す勇気をもちます

一、一人で考えずに信頼できる人に相談します

一、相手の気持ち考えを大切にし言葉を選びます

一、便利なものを人を困らせる事に使いません

一、間違ったことを許さない強い意志をもちます

一、一人一人がいじめについて真剣に考え続けます

「“いじめストップあかし”こども宣言」に“便利なもの
を人を困らせる事に使いません”との文言があるよう
に、スマートフォンやＳＮＳは便利であると同時に危険
な面もあることから、どのようにつきあっていけばよい
のか考えてみようと各班で意見を出し合いました。そ
れぞれがスマートフォンやＳＮＳの良いところ悪いとこ
ろを付せんに記入し、班で同じような意見はまとめて
模造紙に書いて発表しました。

●●投票●●

どの班のまとめがよくできていると思うか
それぞれに丸いシールを配り、自分がいいなと

思う模造紙の上に貼っていきました。

学校に戻ってＳＮＳのトラブルを減らすために、何をし
ていったら？どんな取組ができるか？
・ 校区毎に標語をつくる
・学校ごとにアンケートをとる
・時間制限アプリを使う
・ 呼びかけやポスターを学校やクラスでしてはどうか
・ 学校でも模造紙を使ってサミットをする
・ 5%の人がＳＮＳで出会った知らない人と会っていることを
みんなの問題として考える

明石市教育委員会事務局児童生徒支援課


